
谷本 光音
独立行政法人国立病院機構 岩国医療センター 院長

コーディネーター

【略歴】
1977年  3月 名古屋大学医学部卒業
1981年  3月 名古屋大学大学院医学研究科満了
1981年10月～
1985年10月 

米国NY市Sloan-Kettering癌研究所研究員

1991年11月 名古屋大学医学部第一内科助手
1998年  6月 名古屋大学医学部附属病院講師
2001年  4月 岡山大学大学院医歯学総合研究科血液・腫瘍・呼吸器内科(第二内科) 教授
2011年  4月～
2016年  3月 

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科長併任
 

2017年  4月 独立行政法人国立病院機構　岩国医療センター 院長 

【主な専門分野】
血液内科学、血液腫瘍学、呼吸器内科学

【主な学会活動歴】
日本内科学会(元理事、功労会員)      
日本血液学会(名誉会員、2016年度国際シンポジウム会長）
日本臨床腫瘍学会(功労会員、2017年度学術集会長)
日本癌治療学会(名誉会員)
日本造血細胞移植学会(評議員) 
日本癌学会(功労会員)

片岡 仁美
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

座　　長

【略歴】
1997年3月 岡山大学医学部医学科卒業
2003年3月 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科修了
2005年8月 岡山大学医療教育統合開発センター 助手
2006年4月 トーマスジェファソン大学 客員研究員
2007年4月 岡山大学医療教育統合開発センター 助教
2008年8月 岡山大学病院卒後臨床研修センター 講師
2010年5月 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科地域医療人材育成講座 教授 

【主な専門分野】
内科学、糖尿病学、腎臓病学、医学教育

【主な学会活動歴】
日本内科学会（評議員）、日本病院総合診療学会（評議員）、日本老年医学会（代議員）、日本プ
ライマリ・ケア連合学会男女共同参画委員会（委員）、日本内科学会、日本総合診療医学会

赤津 晴子
国際医療福祉大学医学部 教授

男女共同参画を支えるもの：
米国医学界での
25年の経験から学んだこと

【略歴】
1988年3月 上智大学大学院理工学研究科生物科学専攻修士過程修了　　
1989年6月 米国ハーバード大学公衆衛生大学院修士過程修了
1994年6月 米国ブラウン大学医学部博士過程修了
1997年6月 米国スタンフォード大学内科レジデント修了
1999年6月 米国スタンフォード大学内分泌内科フェロー修了
2002年~2008年 米国ピッツバーグ大学内分泌内科助教授　
2008年~2016年 米国スタンフォード大学内分泌内科准教授　　
2017年4月~ 国際医療福祉大学医学部教授、医学教育統括センター長 

【主な専門分野】
医学教育、甲状腺癌、内分泌内科

【主な学会活動歴】
米国内分泌内科学会、米国甲状腺学会、AMEE(International Association for Medical Education), 
日本医学教育学会

講演1

白河 桃子
少子化ジャーナリスト・作家
相模女子大学客員教授・昭和女子大学総合教育センター客員教授

男女共同参画の視点から
働き方改革は
女性活躍の一丁目一番地

講　演

【略歴】
東京生まれ。慶応義塾大学文学部卒業後、住友商事などを経てジャーナリスト、作家に。
2008年中央大学教授山田昌弘氏と『「婚活」時代』を上梓、婚活ブームの火付け役に。少子
化、働き方改革、女性活躍、ワークライフバランス、ダイバーシティなどをテーマとする。
講演、テレビ出演多数。2018年1月発売の『広辞苑 第7版』に「婚活」が掲載される。 

【委員など】
内閣官房「働き方改革実現会議」有識者議員
内閣官房「一億総活躍国民会議」民間議員
内閣府男女局「男女共同参画会議 重点方針専門調査会」委員　など

【著書】
『後悔しない「産む」×「働く」』（齊藤英和氏と共著、ポプラ新書）
『御社の働き方改革、ここが間違ってます! 残業削減で伸びるすごい会社』（PHP新書）
『「逃げ恥」にみる結婚の経済学』（是枝俊吾氏と共著、毎日新聞出版）　など

2

南 　砂
読売新聞東京本社 常務取締役調査研究本部長

男女共同参画政策 その光と影

【略歴】
1979年日本医科大学医学部卒業。
ベルギー国立ゲント大学研究員、日本医科大学助手（精神医学）を経て1985年読売新聞社
入社。同社編集局解説部、電波報道部などで医療、教育、社会などをテーマとして報道、
解説に従事。東京本社解説部次長、同編集委員、同医療情報部長、同編集局総務などを経て
2014年取締役調査研究本部長。2017年より現職。

【共著】
「ゴルバチョフのソビエト」読売新聞社刊、「精神保健実践講座」中央法規出版刊、「超高
齢時代全４巻」日本医療企画刊、「臨床心理事典」八千代出版社刊、「人生回廊」中央公論
新社刊、「時代を拓いた女性たち」中央公論新社刊、「今後の終末期医療の在り方」中央法
規出版刊、「司法精神医学第２巻・刑事事件と精神鑑定」中山書店刊

【公職等社外業務】
厚生労働省・厚生科学審議会、文部科学省・科学技術学術審議会、内閣官房・社会保障
国民会議などの委員を歴任。名古屋大学法学研究科招聘教員、東京女子医科大学医学部
非常勤講師等を経て、日本医科大学特任教授、東京大学大学院博士課程教育リーダーシップ
プログラム教員を務める。

清野 佳紀
岡山大学名誉教授 JCHO 大阪病院 名誉院長

ワークライフバランスが
キャリアを支援する

【略歴】
1965年3月　大阪大学医学部卒業、小児科へ入局
1989年8月　大阪大学助教授
1990年4月　岡山大学教授
2001年4月　岡山大学大学院医歯学総合研究科長　併任
2003年4月　大阪厚生年金病院院長
2010年4月　大阪厚生年金病院（現JCHO大阪病院）　名誉院長
2011年1月　大阪保健医療大学学長
2015年4月　日本医療研究開発機構　プログラムスーパーバイザー

【資格】
日本小児科学会 小児科専門医、日本腎臓学会 認定指導医、日本腎臓学会 腎臓専門医、日本
内分泌学会 内分泌代謝科指導医、日本内分泌学会 内分泌代謝科専門医、日本医師会認定産
業医（第1301725号）

【受賞歴（働き方関連）】
2006年　第1回にっけい子育て支援大賞
2009年　女性のチャレンジ支援賞　内閣総理大臣表彰

【役員（働き方関連）】
大阪府医師会男女共同参画委員会　顧問
日本医師会男女共同参画委員会　委員（2006年～2016年）
大阪府立病院機構評価委員会　委員長（2013年～2017年）
大阪市民病院機構評価委員会　委員長（2014年～）
大阪男女協働推進連携協議会　アドバイザリーボード（2017年～）

講　演 1 講　演 3

講　演 4

たにもと  みつ  ね

かたおか  ひと  み

あか  つ    はる  こ

しらかわ  もも  こ

みなみ まさご

せい  の よし き


